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市は、ひきこもりの人たちが社会につながる自信を取り戻す一歩を支援するため、富士フイルム海老名ミネルヴァAFCと
の包括連携協定に基づき、ひきこもりの方の支援に関する協力体制を整えました。これは、ひきこもりの背景や課題が複
雑化する中で、スポーツが持つチームワークの精神や人と人とをつなぐ力を、福祉課題の解決に生かす支援です。
公的な支援の安心感と、地域に根差すスポーツクラブならではのエネルギーを掛け合わせ、社会的な孤立に悩む方々
へ新たな選択肢を届けます。

概要１

支援のカタチ２ 主なボランティア活動３

 配布物の準備
 入場チケットの受付（QR)
 物販の販売補助
 グラウンドの整備 等

福祉の専門性と
継続的な支援体制

社会とつながる
きっかけや「役割」
と「出番」の提供

支援の効果４
自分のペースで参加しながら、社会とゆるやかにつながるきっかけになります。

生活リズムの改善
参加することで期待できること

社会とのつながり回復

自己肯定感・自信の向上
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その他のボランティア活動５

 農作業ボランティア
＜協力︓農家の方＞

 販売補助ボランティア
＜協力︓パン屋＞

 封入封緘ボランティア
＜協力︓工務店＞

◎この件に関するお問い合わせ
海老名市保健福祉部生活支援課 電話046-235-9015


